












悪化がみられる年齢層でもある。平成 29 年国民健康・栄養調査結果によると、20-29 歳の野菜摂取量は男性で














調査では、食物摂取頻度調査（エクセル栄養君新 FFQg Ver5. 建帛社）の調査表を用いた。
（2）実施時期と調査内容









追加項目として居住形態（下宿、自宅、学生寮）の計 49 項目である。このうち食生活状況の把握に必要な 43
項目の調査結果を分析に利用した。
（3）対象者
対象者は、青年期にあたる短期大学生 23 名（本学栄養士養成課程在籍の男性 5 名、女性 18 名）である。（有
効回答率 100％）
（4）分析内容





















性別 男性 5 （21.7）
女性 18 （78.3）
平均年齢± SD（歳） 19.3 ± 0.5
BMI 18.5 未満 5 （21.7）
18.5 以上 25 未満 17 （74.0）
25 以上 1 （4.3）
居住形態 自宅 15 （65.2）
下宿 6 （26.1）
学生寮（朝・夕 2 食付き） 2 （8.7）
（2）朝食摂取状況について
居住形態別の朝食摂取状況の結果を表 2 に示す。朝食を全く食べないものの割合は下宿群で 83.3%であり、








朝食の習慣 毎朝食べる 1 （16.7） 6 （35.3）
週 5 ～ 6 回食べる 0 （0.0） 3 （17.6）
週 3 ～ 4 回食べる 0 （0.0） 3 （17.6）
週 1 ～ 2 回食べる 0 （0.0） 1 （5.9）
全く食べない 5 （83.3） 4 （23.5）
（3）エネルギー及び栄養素摂取状況
居住形態別のエネルギー及び栄養素摂取状況を表 3 に示す。エネルギー量は、下宿群で 1862 ± 233.7 kcal、
自宅群で 1766 ± 308.9 kcal となり両群間で差はみられなかった。栄養素量で差がみられたのはビタミン C で、





下宿群（n=6） 自宅群（n=17） t 検定
平均値 ± SD 平均値 ± SD ｐ
エネルギー kcal 1862 ± 233.7 1766 ± 308.9 0.473
たんぱく質 g 55.4 ± 5.9 59.7 ± 18.2 1.000
脂質 g 65.5 ± 7.7 66.4 ± 15.0 1.000
炭水化物 g 244.5 ± 27.2 224.7 ± 41.1 0.354
食物繊維総量 g 8.6 ± 1.3 9.2 ± 1.9 0.562
カルシウム mg 383 ± 84.2 352 ± 97.6 0.562
鉄 mg 5.2 ± 0.7 5.3 ± 1.3 0.865
ビタミン A ㎍ RAE 298 ± 71.0 286 ± 107.8 0.562
ビタミン B1 mg 0.92 ± 0.1 0.99 ± 0.3 0.865
ビタミン B2 mg 0.96 ± 0.2 0.96 ± 0.3 0.973
ビタミン C mg 37 ± 5.5 48 ± 15.2 0.030＊








もに健康日本 21（第二次）4）の目標量である 350 g を大幅に下回っていた。その中でも、下宿群はその他の野





下宿群（n=6） 自宅群（n=17） t 検定
平均値 ± SD 平均値 ± SD p
米類（めし） g 275.8 ± 88.1 254.5 ± 75.7 0.562
パン類 g 7.3 ± 10.2 17.6 ± 23.0 0.516
麺類 g 47.0 ± 29.9 80.2 ± 52.2 0.177
いも類 g 7.0 ± 6.3 12.0 ± 9.4 0.256
砂糖・甘味料類 g 2.0 ± 2.1 3.7 ± 2.2 0.117
豆類 g 8.3 ± 11.3 24.1 ± 40.7 0.177
種実類 g 0.3 ± 0.5 0.6 ± 1.3 1.000
緑黄色野菜 g 36.8 ± 10.2 38.6 ± 21.9 0.973
その他の野菜 g 49.2 ± 35.1 87.7 ± 34.3 0.044＊
果実類 g 18.7 ± 19.3 35.2 ± 52.5 0.562
きのこ類 g 0.0 ± 0.0 0.0 ± 0.0 1.000
海藻類 g 1.3 ± 1.4 2.0 ± 3.6 0.658
魚介類 g 26.7 ± 19.0 22.0 ± 18.7 0.562
肉類 g 111.0 ± 16.3 129.4 ± 71.0 1.000
卵類 g 25.5 ± 23.6 29.4 ± 25.7 0.812
乳類 g 107.3 ± 43.5 93.7 ± 54.8 0.658
油脂類 g 13.5 ± 5.1 14.7 ± 5.6 0.919
菓子類 g 117.3 ± 40.0 98.1 ± 45.2 0.319
アルコール飲料 g 78.5 ± 108.3 2.3 ± 9.5 0.101
その他の嗜好飲料 g 297.5 ± 249.3 131.9 ± 115.0 0.201





エネルギーで採用された食品群数は 5 つで調整済み R2 は 0.789 であった。標準化β係数は菓子類（β=0.658）
が最も高く、次いで卵類（β=0.434）であった。
（5-2）三大栄養素（たんぱく質、脂質、炭水化物）









カルシウムで採用された食品群数は 7 つで調整済み R2 は 0.963 であった。標準化β係数は乳類（β=0.985）
が最も高く、次いで菓子類（β=0.294）であった。
　鉄で採用された食品群数は 2 つで調整済み R2 は 0.532 であった。標準化β係数は肉類（β=0.563）が最も高く、
次いで魚介類（β=0.395）であった。
（5-4）ビタミン
　ビタミン A で採用された食品群数は 6 つで調整済み R2 は 0.943 であった。標準化β係数は緑黄色野菜（β
=0.498）が最も高く、次いで海藻類（β=0.388）であった。
　ビタミン B1 で採用された食品群数は 2 つで調整済み R2 は 0.923 であった。標準化β係数は肉類（β=0.885）
が最も高く、次いで海藻類（β=0.144）であった。
　ビタミン B2 で採用された食品群数は 9 つで調整済み R2 は 0.979 であった。標準化β係数は乳類（β=0.548）
が最も高く、次いで肉類（β=0.547）であった。
　ビタミン C で採用された食品群数は 7 つで調整済み R2 は 0.990 であった。標準化β係数は果実類（β
=0.538）が最も高く、次いでその他の野菜（β=0.375）であった。群分けした解析結果では、下宿群では採用
された食品群は油脂類（β= － 0.814）のみで調整済み R2 は 0.579 であった。自宅群では採用された食品群数
は 10 で調整済み R2 は 0.999 であり、標準化β係数は果実類（β=0.524）が最も高く、次いで緑黄色野菜（β
=0.415）であった。
（5-5）その他（食物繊維総量、食塩相当量）
　食物繊維総量で採用された食品群数は 2 つで調整済み R2 は 0.557 であった。標準化β係数は海藻類（β
=0.673）が最も高く、次いでいも類（β=0.414）であった。










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































したものは下宿群で 83.3%、自宅群で 23.5%となり、朝食欠食率は下宿群が自宅群と比較して 3 倍以上高い結

























た。下宿群、自宅群ともにビタミン C の摂取量は、日本人の食事摂取基準 2015 年度版 7）でのビタミン C 摂取
推奨量（100㎎ / 日）を満たすにいたらなかった。特に下宿群においてはその摂取源となる食品群の摂取不足
であることがわかった。ビタミン C は鉄の吸収を促すビタミンであり、若い女性に多くみられる鉄欠乏性貧血
を予防するためには、必要な栄養素の 1 つである。本研究の対象者では、居住形態にかかわらずビタミン C の
摂取不足がみられた。特に下宿群においては、果実類、野菜類の摂取不足による影響が大きいことが示された。
　今後、本学学生の食生活指導においては居住形態にかかわらず、菓子類摂取を減らし、野菜類、果物類の摂
取を促すことが必要であると考えられる。
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